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代替フロン等３ガスの排出抑制対策の推進 
 

対 策 施 策 

○産業界の計画的な取組の促進 

10分野19事業者団体が、排出抑制に関する行動

計画を策定し、着実に実施中。産業構造審議会

において、行動計画について毎年フォローアッ

プを実施。 

 

 

1-1：産業構造審議会において、引き続

き産業界の行動計画の進捗状況のフ

ォローアップを実施。  
1-2：行動計画の透明性・信頼性の向上、目

標達成の確実性の向上を図る。また、行

動計画の未策定業種に対し策定・公表を

促す。 

○代替物質等の開発等 新規代替物質、代替技術

及び回収・破壊技術の開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-3：現行の代替物質の技術開発等を引き続

き進めていく 

1-4：新たに以下の技術開発等を行う。 

・ 省エネルギーフロン代替物質合成技

術開発 

・ 低コストかつコンパクトなフロン再

利用・分解技術の開発 

・ 代替フロンを用いない高性能断熱建

材技術開発 
等 

 

○代替物質を使用した製品等の利用の促進  

 

 

 

 

 

 

1-5：安全性、経済性、エネルギー効率等

を勘案しつつ、代替物質を使用した製

品や、代替フロン等3ガスを使用してい

る製品のうち、地球温暖化への影響が

より小さいものに関する情報提供及び

普及啓発を推進 

 

○法律に基づく冷媒として機器に充填されたHFC

の回収等 

 

1-6：家電リサイクル法、フロン回収破壊法

を適切に運用する  
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施策 1-1：産業構造審議会において、引き続き産業界の行動計画の進捗状況のフォロ

ーアップを実施

・ 産業構造審議会化学・バイオ部会地球温暖化防止対策小委員会において年一回自

主行動計画をフォローアップ。平成 15 年 6 月に第５回フォローアップを実施。 

・ 既存の主要排出源からの排出は大きく減少。ただし、オゾン層保護対策等に伴い

排出の大幅増加が見込まれる分野があり、今後とも努力が必要。 
 

第５回フォローアップ概要 
○ 2002 年の代替フロン等３ガスの排出量は 2,800 万ｔ。 
○ 基準年(1995 年)比 2,100 トン(42%)の減少、前年比 500 万トン(15%)の減少 
○ ガス製造、電気絶縁機器分野等の既存の主要排出源からの排出は大きく減少 
○ 冷媒分野はＨＦＣへの転換が本格化し排出量が増加傾向 
○ 発泡分野は今後ＨＦＣへの転換が本格化 

 
図表 1 自主行動計画フォローアップによる代替フロン等３ガスの推計排出量 ［百万t-CO2］ 

  1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 備考 

HFC 20.2 19.9 19.8 19.3 19.8 18.6 15.9 13.3 
①②⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

⑪⑫⑬⑭⑮⑰ⓓ 

PFC 12.6 15.2 16.9 16.5 14.9 13.9 11.7 9.6 ③⑯⑱ⓑ 

SF6 16.9 17.5 14.8 13.4 9.1 6.8 5.7 5.3 ④⑲⑳ⓐⓒ 

合計 49.7 52.6 51.5 49.2 43.8 39.3 33.3 28.3  

備考の記号は図表 3 中の記号に対応 
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図表 2 代替フロン等３ガスの排出量の推移  ［百万t-CO2］ 
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図表 3 自主行動計画フォローアップによる代替フロン等３ガスの分野別推計排出量［百万t-CO2］ 

 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002  

(1)HFC 等製造に係る事項 22.9 21.3 19.1 17.5 17.1 14.9 11.6 8.4 ①+②+③+④

HFC-23(HCFC-22 製造時副生) 17.0 15.6 14.7 13.8 14.1 12.4 9.3 6.1 ① 

その他 HFC 0.5 0.5 0.4 0.3 0.2 0.3 0.4 0.4 ② 

PFC 0.8 1 1.4 1.4 1.3 1.4 1.1 1 ③ 

SF6 4.7 4.2 2.6 2.1 1.5 0.9 0.8 0.8 ④ 

(2)発泡､断熱材製造に係る事項 0.5 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 ⑤+⑥+⑦+⑧

ウレタン発泡 0 0 0 0 0 0 0 0 ⑤ 

高発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ発泡 0.5 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 ⑥ 

押出ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ発泡 0 0 0 0 0 0 0 0 ⑦ 

ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ発泡 0 0 0 0 0 0 0 0 ⑧ 

(3)ｴｱｿﾞｰﾙ製造等に係る事項 1.4 2.1 2.6 2.9 2.8 2.8 2.7 2.7 ⑨＋⑩ 

ｴｱｿﾞｰﾙ製造等 1.4 2.1 2.6 2.9 2.8 2.8 2.6 2.6 ⑨ 

MDI 製造等 0 0 0 0 0 0.1 0.1 0.1 ⑩ 

(4)ｶｰｴｱｺﾝ製造等に係る事項 0.8 1.1 1.4 1.7 2 2.3 2.5 2.9 ⑪ 

(5)家庭用ｴｱｺﾝ製造等に係る事項 0 0 0 0 0 0.1 0.2 0.3 ⑫ 

(6)業務用冷凍空調機器製造等に

係る事項 
0 0 0 0 0.1 0.1 0.1 0.3 ⑬＋⑭ 

業務用冷凍空調機器 0 0 0 0 0.1 0.1 0.1 0.3 ⑬ 

自動販売機 0 0 0 0 0 0 0 0 ⑭ 

(7)家庭用冷蔵庫製造等に係る事

項 
0 0 0 0 0 0 0.1 0.1 ⑮ 

(8)電子部品等洗浄等に係る事項 8.9 10.7 11.1 10.7 8.9 7.4 6.7 4.8 ⑯ 

電子部品洗浄等 1.5 1.5 1.5 1.1 1.5 1.5 0.9 0.9 ⑯の内数

(9)半導体製造等に係る事項 4.1 5 6.2 6.4 6.8 7.4 5.7 5.7 ⑰＋⑱＋⑲

HFC 0.1 0.1 0.2 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 ⑰ 

PFC 2.9 3.5 4.4 4.4 4.7 5.1 3.9 3.8 ⑱ 

SF6 1.1 1.4 1.7 1.8 2 2.1 1.7 1.8 ⑲ 

(10)電気絶縁ｶﾞｽ使用機器製造等

に係る事項 
11 11.8 10.3 9.1 5 2.8 2 1.5 ⑳＋ⓐ 

製造 9.6 10 8.5 7.7 4.2 2.3 1.6 1.2 ⑳ 

使用 1.4 1.7 1.8 1.3 0.8 0.5 0.5 0.3 ⓐ 

(11)金属鋳造時等に係る事項 0.2 0.2 0.3 0.5 0.7 1 1.2 1.1 ⓑ＋ⓒ 

アルミ精錬 0.1 0.1 0.1 0 0 0 0 0 ⓑ 

ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ鋳造 0.1 0.1 0.2 0.4 0.6 1 1.1 1.1 ⓒ 

(12)その他 0 0 0 0 0 0 0 0 ⓓ 

（注１）ＧＷＰとは地球温暖化係数であり、大気中に放出された単位重量の当該物質が地球温暖化に

与える効果をＣＯ２を１．０として表したもの。本資料では積分期間１００年値を使用。 
（注２）本推計排出量は、関係業界から提供されたデータを参照し、事務局において推計したもの。

今後、推計方法の変更等に伴い、数値が変更される可能性がある。また、推計方法を見直した分

野については可能な限り、遡って推計を行っている。 

（注３）今後、さらに使用実態が把握された場合には、適宜追加していく必要がある。 

（出典）産業構造審議会化学・バイオ部会第９回地球温暖化防止対策小委員会 
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(1)HFC等製造に係る事項 (2)発泡､断熱材製造に係る事項

(3)ｴｱｿﾞｰﾙ製造等に係る事項 (4)ｶｰｴｱｺﾝ製造等に係る事項

(5)家庭用ｴｱｺﾝ製造等に係る事項 (6)業務用冷凍空調機器製造等に係る事項

(7)家庭用冷蔵庫製造等に係る事項 (8)電子部品等洗浄等に係る事項

(9)半導体製造等に係る事項 (10)電気絶縁ｶﾞｽ使用機器製造等に係る事項

(11)金属鋳造時等に係る事項 (12)その他

(1)HFC等製造に係る事項

(9)半導体製造等に
係る事項

(8)電子部品等洗浄等に係る事項

(10)電気絶縁ｶﾞｽ使用機器製造
等に係る事項

(3)ｴｱｿﾞｰﾙ製造等に係る事項

注）排出量が小さい分野についての拡大図を図表 5 に示す 

図表 4 自主行動計画フォローアップによる代替フロン等３ガスの分野別推計排出量［百万t-CO2］ 

 
 
［フォローアップ結果について］ 

○ 既存の主要排出分野からの排出が大きく削減された。 
○ ただし、1995 年度では上位４つの排出分野（(1)HFC 等製造に係る事項、(10)電気絶縁ｶﾞ

ｽ使用機器製造等に係る事項、(8)電子部品等洗浄等に係る事項、(9)半導体製造等に係る事

項））からの排出量が全排出量の 94%を占めていたが、2002 年度では 72%に低下。これは、

主要分野からの排出削減と同時に、その他の分野で増加傾向にあるためである。 
○ 現状の排出量は小さいが、オゾン層保護対策による特定物質であるフロン（CFC,HCFC）

からの移行等により、今後使用量が大幅に増加する分野が存在する。また、冷媒等に使用

される場合、一定期間機器等の内部に蓄積されるため、使用量の増加による排出量の増加

が顕在化するまで一定のタイムラグが存在する。代替物質の利用による使用量の削減、回

収・破壊による排出量の削減等について、今後とも努力が必要である。 
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○ 例えば、CFCからHFCへの転換が早かったカーエアコンでは、確実に排出量が増加してい

る。家庭用冷蔵庫はノンフロン化が進展しているが、家庭用エアコン、業務用冷凍空調機

器、発泡・断熱材等の分野では、今後HFCへの転換が本格化する。業界団体の削減目標量

でも、発泡分野でHCFCからHFCへの移行に伴い 2001 年から 2010 年にかけてHFCの使

用量が約 50 倍となり、GWP換算値で約 31 百万t-CO2増加する。 
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図表 5 自主行動計画フォローアップによる代替フロン等３ガスの分野別推計排出量（拡大図） 

［百万t-CO2］ 
 
図表 6 発泡分野における2001-2010年におけるHFC使用量増加見込み ［千t-CO2（GWP換算値）］ 
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フォーム
製造

押出発泡
ポリスチ
レン製造

高発泡ポ
リエチレン
製造

ウレタン
フォーム
製造

実績　　見込量　目標量

  
2001 

2010 

(見込量)

2010 

(目標量)

ウレタンフォーム製造 230 27,820 25,038

高発泡ポリエチレン製造 377 1,885 1,846

押出発泡ポリスチレン製造 13 4,615 4,070

フェノールフォーム製造 0 712～760 641～684

合計 620
35,032～

35,080

31,595～

31,638

GWP は 100 年値を使用 

ウレタンフォーム製造については、全て HFC-134a と仮定 

フェノールフォーム製造については、全て HFC-245fa を使用 

した場合と、全て HFC-365mfc を使用した場合の幅を提示 
 

（出典）産業構造審議会化学・バイオ部会第９回地球温暖化防止対策小委員会 資料を基にＧＷＰ換算 
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図表 7 モントリオール議定書で定められたＨＣＦＣの削減スケジュール 

 

 
図表 8 我が国におけるＨＣＦＣ削減目標 

 
（出典）「今後のオゾン層保護対策の在り方について」化学品審議会オゾン層保護対策部会 中間

報告（平成８年３月）より 
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図表 9 自主行動計画第５回フォローアップ総括 

我が国の代替フロン等３ガスの排出抑制対策は、平成１０年に関係事業者団体により策定さ

れた自主行動計画等に基づき推進されており、昨年３月に決定された、新たな「地球温暖化対

策推進大綱」（以下「新大綱」という。）においても、自主行動計画は対策の中心として位置付

けられている。今回、政府等その他の主体の取組も含め、代替フロン等３ガスの排出抑制対策

について５回目のフォローアップを実施したところ、その結果を総括すると以下のとおりであ

る。 
 
１．産業界の取組 

自主行動計画は、マグネシウム鋳造分野が新たに加わった結果、合計１１分野２２団体とな

った。各分野において目標達成に向けた取組が着実に進んでいるほか、既に目標を達成したり、

より高い水準に目標を改定した団体もある等、全体として期待どおり順調に進捗している。引

き続き、参画の拡大、透明性・信頼性の向上、目標達成の確実性の向上に向けた努力を期待し

たい。 
（１）各自主行動計画の実施状況 
①ガス製造 

・排出原単位の改善に伴い、実排出量も削減した。 
・副成物として排出されるＨＦＣ－２３の排出原単位がさらに大きく低下したことは大変

評価できる。目標達成に向け、引き続き回収等の対策を進めていくことが期待される。 
・その他のＨＦＣは、昨年同様、新規生産ラインが立ち上げられたため、排出原単位は増

加した。ＨＣＦＣからの転換に伴い、ＨＦＣ生産量は増加しつつあるところ、引き続き原

単位改善努力を期待したい。 
・ＰＦＣ及びＳＦ６については、概ね排出原単位の削減目標を満たしており評価できる。

②発泡、断熱材 
・ＨＣＦＣが広く使われているところ、ＨＦＣの使用量はまだ少なく、排出量もわずかで

ある。しかし、平成１５年末の発泡用途ＨＣＦＣ－１４１ｂの廃止等に伴い、ＨＦＣへの

転換が今後急速に進むと見込まれるところ、積極的な対策が必要である。 
・各業界においては、ＨＣＦＣからＨＦＣへの転換を準備する一方で、一部用途でＨＣ断

熱材の実用化が始まったことを高く評価したい。今後の工場発泡等技術的に可能な分野で

ＨＣの利用の拡大を期待する。 
③エアゾール（ダストブロワー） 

・エアゾール（ダストブロワー）では、充填時漏洩率が低下し、ＨＦＣ－１３４ａからＨ

ＦＣ－１５２ａ（地球温暖化効果はＨＦＣ－１３４ａの約１０分の１）への転換が徐々に

進むなど各種取組を実施することにより排出量が減少した点は評価できる。 
・一方、抜本的な取組のためには、ユーザー事業者や行政の協力を得て不可欠用途を特定

し、これ以外の使用抑制に向けた取組を進める必要がある。 
・ＨＦＣを使用せざるを得ない場合でも、安全性に配慮しつつ、できる限りＨＦＣ－１５

２ａへ転換することが望ましい。 
・定量噴霧剤（ＭＤＩ）では、ＣＦＣからの転換により、ＨＦＣの使用・排出量は増えて

いるが、ＨＦＣを使わない粉末吸入剤（ＤＰＩ）が４割を占めるに至るなど、増加を最小

限に抑える努力が成果を上げている。 
・遊戯銃では、ＨＦＣ－１５２ａの混入という自主的取組について、行政とも連携し、関

係事業者の理解を得るよう一層の努力を求めたい。 
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④カーエアコン 
・冷媒使用量について、より厳しい新たな目標達成を設定したことは高く評価できる。 
・一部の燃料電池車における二酸化炭素冷媒の実用化を歓迎。一般車への実用化に向けた

研究開発の進展も期待したい。 
⑤家庭用エアコン 
・ＨＦＣへの転換の本格化に伴い、排出量が徐々に増加。今後益々増加すると予想される。

・生産時漏洩率の低減のほか、排出の最小化に向けた努力の継続を求めたい。 
⑥業務用冷凍空調機器 
・ＨＦＣへの転換の本格化に伴い、排出量が徐々に増加。今後益々増加すると予想される。

・生産時漏洩率の低減のほか、排出の最小化に向けた努力の継続を求めたい。 
・フルオロカーボン以外の冷媒や、温暖化係数（ＧＷＰ）の低いＨＦＣ冷媒等を利用した

機器の開発、適用拡大に引き続き取り組むことを期待。 
・自動販売機に関しては、ＨＣへの転換について、早期実用化が期待される。 

⑦家庭用冷蔵庫 
・断熱材については、非フロン系発泡剤への転換が順調に進んでいる。新目標に沿って早

期に１００％非フロン系に転換することを期待する。 
・冷媒についてもＨＣ化したノンフロン冷蔵庫が市販されたことを高く評価したい。今後

更なる普及・拡大が望まれる。 
⑧電子部品洗浄等 

・排出量は、基準年と較べると大幅に減少しているが、昨年に比べると微増しており、目

標達成に向けた更なる努力が期待される。 
⑨半導体・液晶 
・半導体分野は生産量が増加したにもかかわらず、排出量を減少させたことを評価したい。

・しかし、１０％削減の目標を大きく上回っているので、これまでの対策を引き続き進め

るとともに、ＣＶＤ洗浄新規代替ガス研究開発の成果の早期実用化にも期待したい。 
・液晶分野においては、規格原単位である旧目標を概ね達成し、さらに世界液晶産業協力

会議（ＷＬＩＣＣ）において共通目標を設定し、これに伴い新目標を立てたことは非常に

評価できる。 
⑩電気絶縁機器 

・ＳＦ６の排出量は引き続き減少しており、製造メーカー及び電力業界による対策を高く

評価したい。今後とも、自主行動計画の着実な実施を期待する。 
⑪マグネシウム鋳造 

・初めて自主行動計画を策定したことを高く評価したい。目標の具体化に向け検討が進む

ことを期待したい。 
 
２．消費者の取組 

冷媒としてＨＦＣを充てんした製品を廃棄する際には、家電リサイクル法やフロン回収破壊

法に従い、適切に廃棄することが必要である。 
また、可能な場合には、ＨＦＣ以外を使用した製品や、ＨＦＣを使用していても地球温暖化

への影響の少ない製品を選択することが望ましい。 
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３．国の取組 
新大綱に基づき、以下の事項を引き続き実施する必要がある。 

（１）産業界の計画的な取組の促進 
・産業構造審議会によるフォローアップを引き続き行うことが重要。 
・エアゾール分野におけるダストブロワーの使用実態、電気絶縁機器分野の電力業界以外の

ＳＦ６使用実態、代替フロン等３ガス関係技術動向・海外動向等について、調査を実施。

今後これらの調査結果を基に、自主行動計画の充実・強化を図ることが必要。 
・平成１４年度より、民間事業者による排出削減事業への補助制度を創設した（「地球温暖

化防止支援事業費補助金事業」）。 
・今後とも、産業界における取組支援を充実・強化する必要がある。 

（２）代替物質等の開発等 
・平成１４年度より、省エネルギーフロン代替物質合成技術開発を開始。 
・平成１４年度で終了した半導体ＣＶＤ洗浄プロジェクトにおいては、有力な新規代替物質

の候補が開発されたところ、その早期実用化を期待。同じく１４年度で終了した高性能断

熱建材技術開発の成果により、炭化水素フェノール断熱材等が実用化した。 
・エッチング・新プロセスプロジェクトは平成１５年度が最終年度であり、その成果に期待

する。 
・平成１４年度より、提案公募型の先導研究を創設した。（「ＣＯ２削減等地球環境産業技術

研究開発事業費補助事業のうち地球環境産業技術に係る先導研究」） 
（３）代替物質を使用した製品 

・消費者を対象とした普及啓発パンフレットの作成・配布などを実施。引き続き、啓発活動

を実施することが必要。 
・グリーン購入法を活用する等、代替物質を使用するなど温暖化効果の小さい製品の普及を

促す努力が必要。 
（４）法律に基づく冷媒として機器に充填されたＨＦＣ等の回収等 

・フロン回収破壊法により、平成１４年４月から業務用冷凍空調機器、１０月からカーエア

コンのフロン類回収を義務化。フロン回収破壊法及び家電リサイクル法による冷媒ＨＦＣ

の回収を徹底するため、国民各層の理解と協力を得るための普及啓発が必要。 
・断熱材フロンへの対応策についても、引き続き調査を進めることが必要。 

（５）その他 
・条約事務局に対する排出量報告を遺漏なく実施する必要があることから、引き続き関係業

界等の協力を得て、排出量関係データの調査を進め、よりＩＰＣＣガイドライン及びグッ

ドプラクティスに沿った排出量推計に努める必要がある。 
 
４．排出量の現状と評価 

２００２年の代替フロン等３ガスの実排出量は、前年より５百万ＣＯ２トン減少して、２８．

３百万ＣＯ２トンとなった。これを基準年（９５年）の４９．７百万トンと比べると、２１．

４百万ＣＯ２トンの減少で、率では４割強という大幅な削減である。 
これは、自主行動計画に基づく産業界の努力の成果であるが、特に、ＨＣＦＣ－２２製造時

の副生ＨＦＣ－２３の排出、電気絶縁機器からのＳＦ６排出といった主要排出源において、自

主行動計画に基づく漏洩対策が進んだためである。 
ただし、これだけ大幅に減少したのは、冷媒や発泡分野において、オゾン層破壊物質（ＣＦ

ＣやＨＣＦＣ）からＨＦＣへの転換がまだ行われていなかったり、転換は行われても使用と排
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出の間にタイムラグあるために、ＨＦＣの本格的な排出が未だ現実化していないという状況に

恵まれたためでもある。 
冷媒分野ではＨＦＣの排出増が顕在化しつつあり、また、発泡分野においても来年よりＨＣ

ＦＣからＨＦＣへの転換が本格化するため、排出増は不可避の情勢である。 
従って、気を緩めることなく、引き続き排出抑制対策を積極的に進めることが重要である。

（出典）産業構造審議会化学・バイオ部会第９回地球温暖化防止対策小委員会 
 
 

施策 1-2：行動計画の透明性・信頼性の向上、目標達成の確実性の向上を図る。また、

行動計画の未策定業種に対し策定・公表を促す 

・ 各種業界団体等と行動計画を調整し、自主行動計画策定団体が大綱制定時の 10 分

野 19 事業者団体から第５回フォローアップ時には、11 分野 22 事業者団体に拡大 
 
図表 10 代替フロン等３ガスの排出抑制に関する自主行動計画参加団体（第５回フォローアップ） 

分野 団体名 

HFC 等製造 日本フルオロカーボン協会 

  （社）日本化学工業協会 

発泡､断熱材製造 ウレタンフォーム工業会 

  ウレタン原料工業会 

  高発泡ポリエチレン工業会 

  押出発泡ポリスチレン工業会 

  フェノールフォーム協会 

エアゾール製造等 （社）日本エアゾール協会 

  日本製薬団体連合会 

  日本遊戯銃協同組合 

カーエアコン製造等 （社）日本自動車工業会 

  （社）日本自動車部品工業会 

  （社）日本自動車販売協会連合会 

  （社）日本中古自動車販売協会連合会 

  日本自動車輸入組合 

家庭用エアコン製造等 （社）日本冷凍空調工業会 

業務用冷凍空調機器製造等 （社）日本冷凍空調工業会 

  （社）日本冷凍空調設備工業連合会 

  日本自動販売機工業会 

家庭用冷蔵庫製造等 （社）日本電機工業会 

電子部品等洗浄 （社）電子情報技術産業協会 

半導体製造等 （社）電子情報技術産業協会 

電気絶縁ガス使用機器製造等 （社）日本電機工業会 

  電気事業連合会 

金属鋳造等 日本マグネシウム協会 

（出典） 産業構造審議会化学・バイオ部会第９回地球温暖化防止対策小委員会 

 10 



 

・ 「代替フロン等３ガスの排出抑制に関する自主行動計画」へ参加している業界団

体以外においても、ユーザー業界等では環境行動計画等において CFC 冷媒回収対

策及び HFC 等の排出抑制対策を明記している。 

 
図表 11 ＨＦＣ等排出抑制に係るその他の関係業界等の取組 

業界団体名 内容 

経済産業省所管業界   

  

・アルミニウム精錬 

現在国内でアルミニウム精錬を実施

しているのは、１社のみ 

生産量、発生係数ともに減少しており、ＰＦＣの発生量は

激減している 

  

・流通業界 

日本百貨店協会 

日本チェーンストア協会 

（社）日本フランチャイズチェーン協会

環境自主行動計画を改訂し、ＨＦＣ回収の促進等の取組

を盛り込み、冷媒漏洩防止対策、冷媒回収等の取組を推

進している。 

農林水産省所管業界   

  

（社）日本冷凍食品協会 

（社）全国清涼飲料工業会 

（社）日本乳業協会 

全国マヨネーズ協会 

各行動計画等に機器回収後の適切な処理等が盛り込ま

れている。 

  

精糖工業会 

製粉協会 

（社）日本加工食品卸協会 

（社）日本フードサービス協会 

（社）日本即席食品工業協会 

（社）日本缶詰協会 

全日本菓子協会 

日本醤油協会 

各自主行動計画等において、地球温暖化に配慮する等の

事項が盛り込まれている。 

国土交通省所管業界   

  

ＪＲ７社 

（社）日本民営鉄道協会 

（社）日本倉庫協会 

（社）日本冷蔵倉庫協会 

（社）全日本トラック協会 

全日本バス協会 

（社）全国乗用自動車連合会 

（社）全国通運連盟 

定期航空協会 

（社）日本自動車整備振興会連合会

各行動計画等に代替フロンの適切な回収の推進等が明

記されており、取組が行われている。 

  

（社）日本建設業団体連合会 

（社）日本土木工業協会 

（社）建築業協会 

（社）不動産協会 

各行動計画に HFC 等の排出抑制の取組を明記してお

り、その取組が行われている。 
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消防庁所管業界のハロンバンク推進

協議会 

HFC-23 等を使用する消火設備について設置状況に係る

データベースの整備を行っている 

（平成 15 年 5 月現在の登録設備） 

HFC-23；   ７４８件； 合計約１９３トン 

HFC-227ea； １１２件； 合計約１１８トン 

（出典） 産業構造審議会化学・バイオ部会第９回地球温暖化防止対策小委員会 
 

・ 平成１４年１１月に経済産業省、米国環境保護鳥、国連環境計画、日米欧等の２

５事業者団体が共同して、自主的ルール「ＨＦＣの責任ある使用原則」を策定 
 
 

施策 1-3：現行の代替物質の技術開発等を引き続き進めていく 

・ エッチング・新プロセスプロジェクトにおいて、PFC を用いないドライエッチン

グ技術等の確立に向けた研究開発を実施 

・ 半導体 CVD 洗浄プロジェクトにおいて、COF2 等の有望な代替ガスを選定し、ク

リーニングシステムにおいてクリーニング性能等での有効性を確認。 

・ HFC23 破壊技術が実用化。 
 

図表 12 エッチング・新プロセスプロジェクト 

電子デバイス製造プロセスで使用するエッチングガスの代替ガス・システム及び代替プロセスの研究

開発 

体制：経済産業省 －新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 

－技術研究組合超先端電子技術開発機構（ASET） 

期間：平成 11～15 年度 

概要：現状では、電子デバイス（半導体集積回路、液晶デバイス）製造プロセスでは、PFC ガスを用い

たドライエッチング工程が不可欠であり、かつ、エッチング工程では多大なエネルギーを消費する。

このため、エッチング効率・省エネルギー性が高く、かつ地球温暖化効果等の環境負荷の少ない

PFC 代替ガスを使用する省エネルギー型ドライエッチングプロセスの研究開発、及びこれらに代替

する新たなドライエッチングプロセス技術の研究開発を行う。 

成果：最終年度は平成 15 年度であるが、中間段階の評価では該当工程内の個別要素技術におい

て、目標である省エネルギー率 30～50%、PFC 削減率 30～80%の見通しを得た。 

（出典）経済産業省 技術評価 
 

図表 13 半導体 CVD 洗浄プロジェクト 

SF6 等に代わるガスを利用した電子デバイス製造クリーニングプロセスシステムの研究 

体制：経済産業省 －新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 

－地球環境産業技術研究機構（RITE） 
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期間：平成 10～14 年度 

予算額：総額 25 億円 

概要：半導体の製造工程であるプラズマ CVD（Chemical Vapor Deposition 化学的気相堆積法）プロセ

スでは、歩留まり低下を防ぐため CVD チャンバー内のクリーニングが必要であり、現状ではクリー

ニング用ガスとして、地球温暖化係数が極めて大きい六フッ化エタン（C2F6(PFC-116)）、六フッ化

硫黄（SF6）等を用いている。このため、温室効果等の環境負荷の少ない新規の CVD チャンバー・

クリーニング用ガスの開発、及びそれを用いたクリーニング効率・省エネルギー性の高いCVDプロ

セスの開発を行う。 

 

成果：CVD 装置の代替クリーニングガスとして各種の候補ガスを評価し、有望な代替ガスとして、フッ

化カルボニル（COF2）等を選定。COF2 は C2F6 と比較して、クリーニング速度の短縮ができ、生産

ラインにおける連続処理試験でも安定した結果を収めた。排ガス処理が容易なため、総合的なク

リーニングシステムとして、大幅なコスト低減が期待できる。 

 COF2 の工業的製造、半導体製造各社の検討も進んでおり、一部で実証テストが始まっている。

（出典）半導体 CVD 洗浄プロジェクト報告 RITE 

 
○ HFC23 の破壊技術は既に実用化されており、排出量削減に貢献している。（図表 3 (1)HFC

等製造に係る事項 参照） 

図表 14  HFC23 の破壊量の増大  ［ｔ］ 

2001 年 2002 年 

209.7 253.4 

（出典）産業構造審議会化学・バイオ部会第９回地球温暖化防止対策小委員会 

 
 
施策 1-4：新たに以下の技術開発等を行う 

・ 省エネルギーフロン代替物質合成技術開発 
・ 低コストかつコンパクトなフロン再利用・分解技術の開発 
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・ 代替フロンを用いない高性能断熱建材技術 等 

・ 平成１４年度より、省エネルギーフロン代替物質合成技術開発を開始。 

・ 代替フロンを用いない高性能断熱建材技術開発において、HC を用いたフェノー

ル断熱材、真空断熱材を開発。 

・ HC を用いたフェノール断熱材が実用化。 
 

図表 15 省エネルギーフロン代替物質合成技術開発 

省エネルギーフロン代替物質合成技術開発 

体制：経済産業省 －新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 

目的：フッ素を含有する化合物はその優れた特性から幅広く産業界で利用されている。しかし、その

中には極めて大きな温室効果を発揮する化合物も含まれることから、早期に温室効果が小さい

化合物の経済的な合成法を開発し、環境に配慮した代替物質の市場導入を推進することが強く

要請されている。 

  本研究開発では、オゾン層の破壊やその他の環境影響が少なく、温暖化効果も小さいフロン代

替物質の合成法に検討を加え、エネルギー効率の高い合成技術の開発を行い、省エネルギー

の観点から総合的な環境負荷の低減を目指す。 

期間：平成 14 年度～18 年度 

予算額：平成 14 年度 2.3 億円 

目標：温室効果の小さいフロン代替物質についてエネルギー効率の高い合成法を確立して工業化

の促進を目指す。 

  ［開発の目標値］使用時の安全性や大気寿命（約２０年未満）を考慮して選定したフロン代替物質

の合成技術を確立すること。 既存の代替物質の合成工程に必要とされるエネルギーの分析を

行い、それと同等以下のエネルギーでフロン代替物質を合成できる目処を得ること。 

 TEWI*あるいはLCA評価の考え方により、製造から利用までの過程で示されるエネルギー収支

において、既存の代替物質に比して約２０％以上の省エネルギー率を得ること。  

研究内容： 

上記の目標を達成するために、次の研究開発を行う。 基礎反応研究として、フロン代替物質の

効率的な合成ルートの研究開発を行う。 工業化研究として、フロン代替物質の工業的合成プロ

セスの研究開発を行い、実用性を評価する。 

 

*)TEWI（Total Equivalent Warming Impact：総等価温暖化影響）ガスの大気拡散による直接的な温暖化影

響とガスの製造・利用等に伴うエネルギ－消費による間接的な温暖化影響とを総合的に評価する考え方

（出典）新エネルギー・産業技術総合開発機構 資料 

 
図表 16 高性能断熱建材技術開発 

高性能断熱建材技術開発等対策事業 

体制：経済産業省 －日本建材産業協会 

期間：平成 11～14 年度 

予算額：総額 5 億円 
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概要：現在、住宅などの建築物に用いられている断熱建材の中で相対的に断熱性能の優れているも

のに HCFC、HFC 等のフロンガスを独立気泡中に封入した樹脂フォーム系の断熱材があるが、オ

ゾン層保護、地球温暖化防止の点から問題となる。このため、フロンガスを使用せず、既存の発泡

系断熱材より優れた断熱性を持つ高性能断熱建材の技術開発を実施した。 

成果：既存の発泡系断熱材より優れた断熱性能を持つフェノールフォーム及び押出発泡ポリスチレン

フォームについて開発を実施した。フェノールフォームについては、既に、実用化されている。 

 開発目標：熱伝導率 0.023(Ｗ/ｍ･Ｋ) 

開発成果： 

フェノールフォーム：炭化水素系ガス発泡による製造技術を開発 

熱伝導率 0.020(Ｗ/ｍ･Ｋ) 
 

押出発泡ポリスチレンフォーム：連続気泡押出発泡ポリスチレンフォームをガスバリ

アー性の高い材料で真空パック仕上げした断熱建材の技術開発を実施し、製造

技術を開発 

熱伝導率 0.008(Ｗ/ｍ･Ｋ) 初期値 

 0.010～0.012(Ｗ/ｍ･Ｋ) 25 年後推計値 

 

（出典）産業構造審議会化学・バイオ部会第９回地球温暖化防止対策小委員会 
 

 
図表 17 代替物質の研究開発が進行中あるいは期待される分野 

（出典）「守ろうオゾン層・防ごう地球温暖化」パンフレット 経済産業省 
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施策 1-5：安全性、経済性、エネルギー効率等を勘案しつつ、代替物質を使用した製

品や、代替フロン等 3 ガスを使用している製品のうち、地球温暖化への影響が

より小さいものに関する情報提供及び普及啓発を推進 

・ ノンフロン冷蔵庫などの「地球環境にやさしい」代替製品の購入を促すパンフレ

ットを作成。 

・ 関係業界団体及び消費者団体等を通じ、消費者に対してノンフロン冷蔵庫等の情

報提供及び普及啓発を実施。 

・ 地方公共団体の担当者を対象に行政セミナーを開催し、ノンフロン製品に関する

講演等を実施。 

・ 2004 年 3 月、グリーン購入法の特定調達品目にノンフロン冷蔵庫、ノンフロン断

熱材（一部）及びダストブロワー（ＧＷＰが１５０以上の物質を含まないもの）

を追加。 
 

図表 18 フロンに関する消費者普及啓発について 

概要：オゾン層破壊係数の低いフロンや地球温暖化効果の低い代替物質を使用した機器（ノン

フロン冷蔵庫など）に関する消費者パンフレットを作成し、経済産業省、消費者団体、

関係業界団体が協力して、６月２１日（冷蔵庫の日）以降１５万枚を各団体を通じて配

布。 
担当： 経済産業省製造産業局オゾン層保護等推進室 
公表日： 平成 14 年 06 月 21 日（金）  
消費者普及啓発パンフレットの内容 
家庭用エアコン：オゾン層を破壊しないＨＦＣを冷媒として使用したものを推奨し、省エネ

に関する知識を伝達 
冷蔵庫：省エネタイプの冷蔵庫及びノンフロン冷蔵庫を推奨 
廃棄時の注意：家庭用エアコン・冷蔵庫及びカーエアコンは、フロンの回収が義務付けられ

ていることを消費者に伝えるとともに、廃棄時には法に基づいて引き渡すことを要望 

（出典）経済産業省 報道発表資料 
 

図表 19 オゾン層保護等推進月間(2003 年 9 月)に実施された施策 

オゾン層保護等推進月間：オゾン層の保護を図るため、モントリオール議定書が採択された９月

を「オゾン層保護対策推進月間」と位置づけ、経済産業省と環境省で協力して重点的に普及

啓発活動を実施 

①オゾン層保護対策推進会議構成府省庁が共同で実施した月間事業 
・オゾン層保護対策推進月間ポスターの作成 
・関係業界、地方自治体等への配布・掲載 

②経済産業省で実施した月間事業 
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・ 経済産業省別館ロビー、各地方局ロビーでの展示 
・ 守ろうオゾン層・防ごう地球温暖化パンフレットの作成 
・ 業界団体主催のイベント、セミナー等における講演 
・ 日刊工業新聞社主催「オゾン層保護・地球温暖化防止大賞」の後援及び大臣賞の授与 

 →鐘淵化学工業株式会社（ノンフロン断熱材の開発） 
・ 各地方局での取り組み（電車吊り広告、バス車体広告、エコーはがき等）  

③環境省で実施した月間事業 
・ オゾン層保護・フロン等対策に関する行政セミナーの開催（自治体職員対象） 
・ パンフレット「オゾン層を守ろう」の作成・配布 
・ 各自治体が主催するセミナー、フォーラム等における講演等への協力 
・ 日刊工業新聞主催「オゾン層保護・地球温暖化防止大賞」の後援及び大臣賞の授与 

 →群馬県フロン回収事業協会（地域におけるフロンの回収破壊の推進） 

④各業界団体で実施した事業 
・オゾン層・気候保護産業協議会（ＪＩＣＯＰ） 

国際ワークショップ 「ＨＦＣ、ＰＦＣ、ＳＦ６削減方策の動向と国際協力」 
（後援：経済産業省）（９月２９日（月）大阪、１０月１日（水）東京） 

・産業洗浄協議会 
 国際洗浄産業展（９月１０日（水）～１２日（金）東京ビックサイト） 
（後援：外務省、農林水産省、経済産業省、環境省） 

（出典）経済産業省・環境省 
 

 
図表 20 オゾン層保護対策推進月間ポスター 
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・ エアゾール関連の HFC-134a 用途の大半を占めるダストブロワー用途からの代替

を促進するため、エアゾール製品（ダストブロワー）を使用するユーザーの使用

実態調査を実施。 

 
図表 21 エアゾール製品使用実態の調査結果 

背景： 

HFC 排出抑制のためには、産業界による自主行動計画等のメーカー側の対策に加え、ユーザ

ーによる環境配慮製品の選択等の協力が必要不可欠である。 

そのため、HFC 推計排出量の約２割を占め、HFC-134a を主に使用しているエアゾール製品

（ダストブロワー、急冷剤）についてユーザーの使用実態調査を実施した。 

調査結果： 

アンケート回収率 35.3%（発送 4,401 通、返送 1,553 通） 

回答のあった全事業者の３割が HFC-134a 製品を使用。特に、ATM などの紙幣や硬貨を取り

扱う機器を使用している金融業者での利用は７割 

事業者当たりの利用本数が多いのは、半導体機器製造、金融・鉄道、印刷関連、プラスチック

フィルム等製造、電線・電設機器関連 

圧縮空気や液化炭酸ガスを中心に代替を進めている事業者も存在するが、製造工程を持つ事

業者を中心に可燃性ガスへの代替は難しいとの意見が多い。 

今後の対応： 

HFC134-a 製品の代替品として、圧縮空気や HFC152a 製品（温室効果が HFC-134a の 1/10）

等が利用可能な用途がまだ存在すると考えられる。安全性等の問題には充分な配慮をした上で、

不可欠用途を特定し、これ以外の使用抑制に向けて、メーカーとも連携してユーザーに対してＰＲ

を行っていく必要がある。 

（出典）HFC-134a 使用エアゾール製品からの代替促進に向けて  

～エアゾール製品使用実態調査の調査結果について～ 経済産業省 

 
 

施策 1-6：家電リサイクル法、フロン回収破壊法を適切に運用する  

・ フロン回収破壊法に基づき平成 14 年（2002 年）4 月から業務用冷凍空調機器、

平成 14 年（2002 年）10 月からカーエアコンに充てんされたフロンの回収を義務

化。 

・ 自主的取組みで行われていた平成 13 年度に比べて、平成 14 年度は業務用冷凍空

調機器、カーエアコンともフロン類の回収量が大幅に増加。 

・ 平成１４年度のフロン類回収量に占めるＨＦＣの割合は、業務用冷凍空調機器で

３．７％、カーエアコンで２７．４％であり、今後ＨＦＣへの代替に伴い、この

割合も増加していくと見込まれる。このため、フロン類の回収・破壊を更に徹底

していく必要がある。 
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図表 22 業務用冷凍空調機器・カーエアコン廃棄時回収量 

   注）平成 13 年度は自主的取組み、平成 14 年度はフロン回収破壊法に基づく報告値による。 

     カーエアコンの平成 13 年度は一年分、平成 14 年度は半年分の数値である。 

（出典）環境省 

 

図表 23 フロン類破壊業者からの破壊量等の報告の集計結果（平成 14 年度分）（単位 kg） 

  ＣＦＣ ＨＣＦＣ ＨＦＣ 合計 
引 第一種（業務用冷凍空調機器） 263,826 1,225,466 89,714 1,579,006 
取 第二種（カーエアコン）（半年分） 97,387 - 39,145 136,533 
量 合計 361,213 1,225,466 128,859 1,715,539 

破壊した量 353,788 1,173,391 126,254 1,653,433 
１４年度末の保管量 7,426 52,075 2,605 62,106 

 

図表 24 第一種フロン類回収業者の回収量等の報告の集計結果（平成 14 年度分）（単位 kg） 

    ＣＦＣ ＨＣＦＣ ＨＦＣ 合計 
回収した第一種特定製品の台数 300,679 台 487,084 台 38,957 台 826,720 台

回収した量 387,313 1,505,267 65,650 1,958,230 
  破壊業者に引き渡された量 272,758 1,098,943 42,524 1,414,226 
  再利用された量 83,516 319,308 17,901 420,725 
  １４年度末の保管量 31,038 87,015 5,225 123,278 

 
図表 25 第二種フロン類回収業者の回収量等の報告の集計結果（平成 14 年度半年分）（単位 kg） 

    ＣＦＣ － ＨＦＣ 合計 
回収した第二種特定製品の台数 711,416 台 － 244,543 台 955,959 台

回収した量 282,614 － 106,606 389,220 
  破壊処理のために自動車製造

業者等に引き渡された量 
117,346 － 46,464 163,810 

  再利用された量 90,604 － 22,685 113,290 
  １４年度末の保管量 76,109 － 37,934 114,043 

（出典）環境省・経済産業省発表 
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図表 27 家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）対象機器 

ユニット形エアコンデ

ィショナー 

ウィンド形エアコンディショナー又は室内ユニットが壁掛け形若しくは

床置き形であるセパレート形エアコンディショナーに限る 

テレビジョン受信機 ブラウン管式のものに限る 

電気冷蔵庫 平成 16 年（2004 年）4 月から、「電気冷蔵庫及び電機冷凍庫」 

電気洗濯機  

 
 

図表 28 家電リサイクル法で回収・破壊の対象となるフロン類 

エアコン 冷媒として使用されていた特定フロン及び代替フロン 

冷蔵庫 冷媒として使用されていた特定フロン及び代替フロン 

断熱材に含まれる特定フロン及び代替フロン（平成 16 年（2004 年）4 月より）

特定フロン：オゾン層の保護に関する法律施行令に掲げる特定物質 

代替フロン：地球温暖化対策の推進に関する法律施行令に掲げるハイドロフルオロカーボン 
 
 

図表 29 家電リサイクル法施行状況（全国の指定引取場所における引取台数）［千台］ 

  平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 

  ４品目合計 ４品目合計 ４品目合計 エアコン テレビ 冷蔵庫 洗濯機 

 ４月 276 721 784 87 267 223 208

 ５月 568 784 872 137 273 240 222

 ６月 694 871 919 202 252 258 206

 ７月 1,200 1,301 1,214 287 338 332 257

 ８月 1,043 1,216 1,102 250 316 313 224

 ９月 706 812 979 163 320 273 223

１０月 687 736 766 78 295 189 203

１１月 645 705 665 64 263 157 182

１２月 873 925 992 100 406 217 269

 １月 678 744 751 66 308 156 221

 ２月 529 601 613 65 222 133 194

 ３月 650 734

年度合計 8,549 10,150 9,657 1,499 3,259 2,475 2,425

（出典）家電リサイクル法施行状況  経済産業省、環境省 （平成 16 年 3 月） 
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図表 30 家電リサイクル法施行状況（機器別） 

   エアコン テレビ 冷蔵庫 洗濯機 

指定引取場所での引取台数[千台] 1,334 3,083 2,191 1,930

再商品化処理台数[千台] 1,301 2,981 2,143 1,882

再商品化等処理重量[トン] 57,634 79,978 127,596 54,041

再商品化重量[トン] 45,019 58,814 76,359 30,783

平成 

13 

年度 

再商品化率[%] 78% 73% 59% 56%

指定引取場所での引取台数[千台] 1,636 3,520 2,565 2,426

再商品化処理台数[千台] 1,624 3,515 2,556 2,409

再商品化等処理重量[トン] 72,009 95,134 148,662 71,053

再商品化重量[トン] 56,739 72,110 91,006 42,967

平成 

14 

年度 

再商品化率[%] 78% 75% 61% 60%

＊再商品化処理台数及び再商品化等処理重量は各年度に再商品化等に必要な行為を実施した特定家

庭用機器廃棄物の総台数及び総重量 
＊値は全て小数点以下を切り捨て 
＊上記の指定引取場所での引取台数及び再商品化処理台数には、管理票の誤記入等により処理すべき

製造業者等が確定していないものは含まれない 
 
 

図表 31 冷媒として使用されていたものを回収した総重量  [kg] 

  エアコン 冷蔵庫 合計 

平成 13 年度 467,316 135,779 603,095 

平成 14 年度 806,580 233,946 1,040,526 
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図表 32 冷媒として使用されていたものを回収した総重量  [kg] 

 

 

以上、（出典） 平成 13 年度データ： 家電リサイクル法の施行状況について 
経済産業省、環境省（平成 14 年 10 月） 

 平成 14 年度データ： 家電メーカー各社による家電リサイクル実績の公表について 
  経済産業省、環境省（平成 15 年 5 月） 
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図表 33 家電リサイクル法により回収された冷媒フロンの詳細（平成 13 年度）［kg］ 

    回収重量 出荷重量 在庫 

  HCFC-22 467,537 461,304 6,234 

特定フロン CFC12 125,542 122,359 3,182 

  R-502 6,271 5,710 561 

  R-410A 184 121 62 

代替フロン R-407C 0 0 0 

  HFC-134a 3,441 3,197 244 

その他   121 85 37 

合計   603,095 592,776 10,320 

「その他」とは回収時にフロン種が判別不能であったもの 

 
 
図表 34 家電リサイクル法により回収された冷媒フロンの機器別の詳細（平成 13 年度）［kg］ 

    回収重量 出荷重量 在庫 

特定フロン HCFC-22 467,035 460,816 6,219 

代替フロン R-410A 184 121 62 

  R-407C 0 0 0 

その他   97 85 13 

エアコン 

合計   467,316 461,022 6,294 

  HCFC-22 502 487 15 

特定フロン CFC12 125,542 122,359 3,182 

  R-502 6,271 5,710 561 

代替フロン HFC-134a 3,441 3,197 244 

その他   24 0 24 

冷蔵庫 

合計   135,779 131,753 4,026 

 
（出典）家電リサイクル法の施行状況について 経済産業省、環境省（平成 14 年 10 月） 

 
 
 
 

 23 
  



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


